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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月18日(2015.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物の体内に存在する、単純ヘルペスウイルスＩ型、単純ヘルペスウイルスＩＩ型、お
よび黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　Ａｕｒｅｕｓ）を含む群から選択
される少なくとも１つの選択された種類の病原体を分解または破壊するための装置におい
て、
　処置される宿主の所定の処置領域に概ね一致する大きさの表面を有するプレートを好ま
しくは備えるトランスデューサプローブと、
　低強度超音波エネルギーを発生させる発生器と、
　前記低強度超音波エネルギーの強度を制御する手段と、
　前記低強度超音波エネルギーの周波数を所定範囲の周波数の範囲内に制御する手段であ
って、前記所定範囲の周波数が：前記病原体が単純ヘルペスウイルスＩ型である場合は、
実質的に２９１～２９３ｋＨｚおよび３４５～３４６ｋＨｚ、前記病原体が単純ヘルペス
ウイルスＩＩ型である場合は、実質的に３５３～３５４ｋＨｚおよび３６２～３６３ｋＨ
ｚ、ならびに前記病原体が黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　Ａｕｒｅｕ
ｓ）である場合は、実質的に３７６～３７７ｋＨｚおよび３８０～３８１ｋＨｚである、
手段と、
　前記装置に電力を供給するための電力手段と、を備えることを特徴とする装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、
　前記低強度超音波エネルギーの周波数を制御する前記手段が、前記周波数の前記所定範
囲の１つを選択する手段を備えることを特徴とする装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置において、
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　前記低強度超音波エネルギーの強度を制御する前記手段が、前記強度を、１０ｍＷ／ｃ
ｍ２～１００ｍＷ／ｃｍ２の範囲内に制限することを特徴とする装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか１項に記載の装置において、
　超音波エネルギーを、２０％のデューティサイクルを有するバーストで出力することを
特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の装置において、
　超音波エネルギーを、２００マイクロ秒のオンと８００マイクロ秒のオフのデューティ
サイクルを有するバーストで出力することを特徴とする装置。
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